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1 はじめに  
イノベーションとは新しい考え、プロセス、製品も

しくはサービスが市場に受け入れられることである1)。

本研究では、同一の船のエンジンを採用している造船

企業が形成するネットワークに着目した。企業の位置

するネットワークポジショニングにより、獲得できる

エンジンに関する情報の質や量が異なるため、企業の

エンジン選択行動に影響を与えると考えたからである。 
本研究は、造船企業が同一企業のエンジンを採用し

たことで形成されるネットワークにおける企業間ネッ

トワークポジショニングが、企業のイノベーション採

用に与える影響を実証する。 

 

2 理論と仮説 

企業間のつながりにより形成されるネットワークで

は、ネットワークの線（紐帯）を通じて様々な情報が

流れている2)。さらに、企業が位置するネットワークポ

ジショニングにより、流れてくる情報の種類や量が異

なる3）。本研究は、ネットワークポジショニングとして

固有ベクトル中心性に着目した。固有ベクトル中心性

とは、ネットワーク内で多くの企業と結ばれている企

業とつながりがあるほど、数値が高くなる指標である。

つまり、このポジショニングに位置している企業は、

コストのかかる多くの企業とのつながりを維持・形成

せずとも、情報を多く持つ企業から有益なエンジンの

情報をもらい、イノベイティブなエンジンを採用しや

すくなる可能性が高い。さらに、企業のポジショニン

グを変化させることが、イノベイティブなエンジンを

正しく選択することにつながると考えた。 
以上より、企業のネットワークポジショニングの変

化は、イノベーションの採用に大きく影響を与えると

考え、次の仮説を提示する。 

 
仮説1：同一製品を利用する企業で形成されたネット

ワーク内で、多くの企業とつながりを多く持つ企業

とのつながりは、イノベイティブなエンジンの採用

に正の影響を与える。 

 
仮説2：同一製品を利用する企業で形成されたネット

ワーク内で、多くの企業とつながりを多く持つ企業

とのつながりを強めることは、イノベイティブなエ

ンジンの採用に正の影響を与える。 

3 データと分析手法 

データは、2009 年と 2010 年に製造された全世界の

船のデータ 4)5)から収集した造船企業 123 社である。

分析では、ネットワーク分析により算出したネットワ

ーク指標と各造船企業の属性データを用いて、負の二

項分布モデルによる多変量解析を実施した。 

ネットワーク分析では、分析ソフトウェアである

Gephi を用いて、各造船企業が船に搭載したエンジン

の製造企業が同一の場合に紐帯で結んだネットワーク

データから指標を算出した。 

多変量解析における従属変数は、イノベイティブな

エンジン採用程度とした。算出方法は、エンジンごと

にイノベイティブな程度を得点化し、ある企業が採用

しているエンジンの得点を合計し、同一エンジンを複

数個使用している場合に個数分の得点を追加し、さら

に平均値をとった。エンジンの得点は、2013 年に使用

されたエンジン 69 個の中で、最も多くの企業に採用

されたエンジンを 69 点とし、2 番目に多く採用された

ものは 68 点、同採用数の場合は同順位としたため、最

下位のエンジンは採用個数が 1 個ですべて同率 30 位

となり、得点も 30 点とした。 

独立変数は、Gephi により算出した固有ベクトル中

心性と固有ベクトル中心性の変化（前年との差分）を

用いた。 

コントロール変数は、前年度利用エンジン企業ダミ

ー、各造船企業が製造している船の種類を分類した変数

（表 1 の No.2 から 5）、を使用した。前年度利用エンジン

企業は、2009 年にも同一企業からのエンジンを採用し

ていたときに 1、してないときに 0 のダミー変数であ

る。 

 

4 分析結果 

図 1 は、同一企業からエンジンを採用した造船企業

（2010）を紐帯で結んだネットワーク図である。ネッ

トワーク分析ソフト Gephi により、コミュニティの分

類を行う手法であるモジュラリティを利用し、コミュ

ニティが同じ企業を同一色で表現している。 これをみ

ると、採用エンジンが重複している場合に紐帯が太く 
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なっていることが観察でき、紐帯が太い企業同士でエ

ンジン情報のやり取りをしている可能性がある。 

表 1 は、定数無しの負の二項分布モデルを用いた分

析結果である。モデルⅠは、コントロール変数のみの

分析結果である。モデルⅡとⅢは、コントロール変数

と独立変数を合わせた分析結果である。分析の結果、

モデルⅡでは、固有ベクトル中心性の値が高いほど、

イノベイティブなエンジン採用程度に正の影響を与え

た。これにより、仮説 1 は、支持された。モデルⅢで

は、固有ベクトル中心性変化の値が高いほど、イノベ

イティブなエンジン採用程度に正の影響を与えた。こ

れにより、仮説 2 も支持された。 
 

 

 5 考察 

本研究には、大きく 2 つの貢献がある。まず、ネッ

トワーク理論とイノベーションの理論の観点から組織

変化を企業間ネットワークから観測し、イノベーショ

ンの採用に影響を与えていることを実証したことは、

2 つの理論への理論的貢献である。 

次にネットワークポジショニングとその変化がイノ

ベーション採用に影響を与えることを実証したことに

より、複数のエンジン企業とつながる企業が使用する

エンジンを選択すれば、イノベイティブなエンジンの

情報が得られることがわかった。これは、造船企業の

エンジン採用戦略の一助となり、実務的貢献である。 
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図 1：造船企業における企業ネットワーク

表 1： 負の二項回帰モデルの結果 

MAN-B&W 
 

Mitsubishi 

Wartsila 

MaK 
企業数：123 社  

紐帯の太さ：採用エンジンの重複数 

紐帯：同一企業のエンジン採用 

円の大きさ：固有ベクトル中心性  

コミュニティ名称：エンジン企業名  

円の色：コミュニティ 

No. モデルI モデルⅡ モデルⅢ
1 前年度利用エンジン企業ダミー 2.09*** 1.00 1.63**

[0.002] [0.26] [0.03]
2 ばら積み船製造数 0.22 0.16 0.15

[0.24] [0.35] [0.38]
3 コンテナ船製造数 0.79 0.75 0.76

[0.24] [0.24] [0.23]
4 RO-RO船製造数 0.22 0.19 0.19

[0.68] [0.71] [0.70]
5 石油タンカー製造数 - 0.16 - 0.20 - 0.17

[0.79] [0.72] [0.76]
6 固有ベクトル中心性 1.40**

[0.03]
7 固有ベクトル中心性変化 0.72**

[0.03]
123 123

- 262.14 - 261.87
538.28 537.74
557.97 557.42

*P < .10 **P < .05 ***P < .01   [  ]内は標準誤差

従属変数：
イノベイティブなエンジン採用程度

BIC

変数名

企業数
Log likelihood
AIC
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